
指導と評価の年間計画 現代の国語
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材

現代の国語 １年 ２ 現代の国語 プレミアムカラー国語便覧（数研出版）
（数研出版） 意味から学ぶ頻出漢字（第一学習社）

実社会に必要な国語の知識や技能を身につけ、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
科目の目標 りする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす

ることができるようになることで、言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって国語を尊
重し、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を育てる。
①授業は予習を前提にして進みます。論理的な文章を読解するために必要な意味調べや音読など
を行います。教養力・思考力・表現力

②質疑応答、対話型授業では、考えを自分なりに表現しましょう。ペアワークやグループ学習では相
手の考えに耳を傾け、比較や分析を通して読みを深めましょう。また、意見文発表やスピーチ、図
書館等を利用しての調べ学習とプレゼンテーション、感想文、小論文に取り組むこともあります。

学習活動 思考力・表現力・協働力
③復習では、授業で学習した重要事項を確認します。語彙などの基礎力の定着度を確認するため
の小テストを行うことがあります。教養力・思考力・表現力・省察力・志力

④国語力の向上だけでなく、他の教科の理解力の基盤となる「もの」の見方、感じ方、考え方を広
げたり深めたりするためには、幅広いジャンルの読書が必須です。本校の図書館などを十分活用
し、読書習慣を身につけましょう。定期的にブックレポートの提出を求めます。省察力・志力

・教養力 幅広い教養と課題発 ・思考力 論理的に考え、批判的に ・協働力 多様な他者とコミュニケ
見・解決のための知識・技能 掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や経 ・志力 志高く挑戦し、主体的に人
過をわかりやすく伝える力 生や社会の未来を拓く力

・省察力 自らの行動を振り返り、
改善し、前に踏み出す力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 実社会に必要な国語の知識 「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読 言葉を通じて積極的に他者や社
及び や技能を身につけようとしてい むこと」の各領域において、論理 会に関わったり、思いや考えを広

評価規準 る。 的に考える力や深く共感したり豊 げたり深めたりしながら、言葉がも
かに想像したりする力を伸ばし、 つ価値への認識を深めようとして
他者との関わりの中で伝え合う いるとともに、進んで読書に親し
力を高め、自分の思いや考えを み、言葉を効果的に使おうとして
広げたり深めたりしようとしてい いる。
る。

○定期考査 ○授業・発表態度の観察 ○授業・発表態度の観察
○課題テスト ○プレゼンテーションの観察 ○授業ノート・課題の点検

評価方法 ○小テスト ○各種レポートの点検 ○自己評価
○授業・発表内容の観察 ○定期考査
○課題の点検 ○課題テスト

○課題の点検



年間指導計画
学 学 習 内 容 学習のねらい 学習活動
期
■読み深める（読む） 単元ごとに「学習

書けない日々 □筆者の考えや本文の内容を的確に把握する。 活動」の①～③を
コミュニケーション能力とは何か □具体例や言い換えを用いて筆者の述べる「知性」につい それぞれおこない、

て理解する。 単元を通じて３つ
■考えを表す（書く） の観点について評

感情暴走社会の由来 □伝えたい内容を、根拠を示して説明する。 価をおこなう。
前 デジタルメディア時代の複製 □読み手に理解してもらえるように、文章の構成や展開を

工夫する。
■表現（話す聞く）

話し言葉の技術 □文章や話の効果的な組み立て方を理解する。
期

■実用の文章（話す聞く）
資料を分析して考えをまとめる □目的や場に応じて、適切な話題を決定する。

課題を発見し解決策を発表する □様々な視点で情報を集めて、伝え合う内容を検討す
る。

■読み深める（読む）
「わらしべ長者」の経済学 □「わらしべ長者」に対する筆者の評価を的確に読み取り、

自分の考えを根拠を持って明示する。

■考えを表す（書く）
命は誰のものなのか □筆者の問題提起に対して自分の考えを具体例を交えて

まとめる。
■表現（書く）

書き言葉の技術 □文章の種類に応じて適切な形式で書く。
■読み深める（読む） 単元ごとに「学習

動物園というメディア □具体的事例をふまえながら、筆者のものの見方、考え方 活動」の①～③を
を理解する。 それぞれおこない、

■考えを表す（書く） 単元を通じて３つ
動的平衡の回復 □筆者の考えを理解したうえで、実社会の例を調べて分析 の観点について評
無痛化する社会のゆくえ し、まとめる。 価をおこなう。

後 ■表現（話す聞く）
言語技術の実践 □情報の妥当性や信頼性を的確に判断して利用する。

■実用の文章（話す聞く）
期 コミュニケーションの手段を考える □目的や場に応じて、適切な話題を決定する。

文章の構成を工夫して提案する □様々な視点で情報を集めて、伝え合う内容を検討す
る。

■読み深める（読む）
時間と自由の関係について □「時間」について論じられた異なる文章を読んで、時間に

対する自分の考えをまとめる。

■考えを表す（書く）
絵を前に思いをめぐらす □美術鑑賞の特徴を踏まえて、筆者の抱いている危惧に

ついて説明する。
＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



指導と評価の年間計画 言語文化
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材
言語文化 １年 ３ 言語文化（数研出版） プレミアムカラー国語便覧（数研出版）

九訂版 読解を大切にする体系古典文法
（数研出版）

必携 新明説漢文（尚文出版）

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけ、我が国の言語文化に対する理
解を深め、論理的な思考力・深い共感力・豊かな想像力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う

科目の目標 力を高めながら自分の思いや考えを広げたり深めたりし、言葉が持つ価値への認識を深めて、読書に
親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、言葉を通して他者や社
会に関わろうとする態度を養う。
①授業は予習を前提にして進みます。文学作品では音読・意味調べ、古文では音読・品詞分解・
現代語訳、漢文では音読・書き下し文・現代語訳を行います。【教養力・思考力・表現力】
②質疑応答、対話型授業では、考えを自分なりに表現しましょう。ペアワークやグループ学習では相
手の考えに耳を傾け、比較や分析を通して読みを深めましょう。また、図書館等を利用しての調べ学

学習活動 習とレポートの作成および発表、感想文に取り組むこともあります。【思考力・表現力・協働力】
③復習では、授業で学習した重要事項を確認します。語彙などの基礎力の定着度を確認するため
の小テストを行うことがあります。【教養力・思考力・表現力・省察力・志力】
④国語力の向上だけでなく、他の教科の理解力の基盤となる「もの」の見方、感じ方、考え方を広げ
たり深めたりするためには、幅広いジャンルの読書が必須です。本校の図書館などを充分活用し、読
書習慣を身につけましょう。【省察力・志力】
・教養力 幅広い教養と課題発 ・思考力 論理的に考え、批判的に ・協働力 多様な他者とコミュニケ
見・解決のための知識・技能 掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や経 ・志力 志高く挑戦し、主体的に人
過をわかりやすく伝える力 生や社会の未来を拓く力

・省察力 自らの行動を振り返り、
改善し、前に踏み出す力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 生涯にわたる社会生活に必 「書くこと」「読むこと」の各領域に 言葉を通じて積極的に他者や社
及び 要な国語の知識や技能を身 おいて、論理的に考える力や深く 会に関わったり、思いや考えを広

評価規準 につけるとともに、我が国の言 共感したり豊かに想像したりする げたり深めたりしながら、言葉がも
語文化に対する理解を深めよ 力を伸ばし、他者との関わりの中 つ価値への認識を深めようとして
うとしている。 で伝え合う力を高め、自分の思 いるとともに、進んで読書に親し

いや考えを広げたり深めたりしよう み、言葉を効果的に使おうとして
としている。 いる。

○定期考査 ○授業・発表内容の観察 ○授業・発表態度の観察
○課題テスト ○各種レポートの点検 ○授業ノート・課題の点検

評価方法 ○小テスト ○定期考査 ○自己評価
○授業・発表内容の観察 ○課題テスト
○課題の点検 ○課題の点検



年間指導計画
学 学 習 内 容 学習のねらい 学習活動
期

■言語文化と古文 単元ごとに「学習活
説話 宇治拾遺物語 児のそら寝 □歴史的仮名遣いについて理解し、古典世界のものの見方、感 動」の①～③をそれ

絵仏師良秀 じ方、考え方を捉える。 ぞれ行い、単元を通
じて３つの観点につ

随筆 徒然草 つれづれなるままに □助動詞について理解し、登場人物の行動の動機について根拠 いて評価を行う。
丹波に出雲といふ所あり 立てて説明する。

前 奥山に猫またといふものありて □文章の構成や展開を捉え、その効果を説明する。

歌物語 伊勢物語 芥川 □和歌の修辞を理解し、和歌に込められた心情を地の文と関連
東下り させて捉え、説明する。

期
■言語文化と漢文
入門 一、二 □現代の日本語と漢文の関連について考える。
故事 □故事成語の成り立ちを踏まえた意味を説明する。
史伝 □作品の歴史的・文化的背景などを理解し古典に親しむ。
漢詩 □漢文特有の表現や作品の成立した背景を踏まえて内容を理

解し、主題を説明する。
■言語文化と近現代
近代小説（一） 羅生門 □下人の人物像と心情変化を文脈の中で理解し、説明する。

□『羅生門』と『今昔物語集』を比較し、内容の解釈を深める。
■言語文化と古文 単元ごとに「学習活
物語 竹取物語 □平安時代の儀式について理解し、登場人物の人物造形を説 動」の①～③をそれ

明する。 ぞれ行い、単元を通
和歌 万葉集、古今集、新古今集 □和歌の修辞を理解し、和歌に込められた心情について考え、説 じて３つの観点につ

明する。 いて評価を行う。
随筆 枕草子 春はあけぼの □本文と同じテーマで現代語の随筆を書く。

ありがたきもの □『枕草子』と『白氏文集』を比較し、主題の違いを考える。
後 雪のいと高う降りたるを

日記文学 土佐日記 □古典常識について現代の名残とともに理解し、本文の読解に
役立てる。

期 □漢文日記と仮名日記文学の性格の違いについて理解する。
軍記物語 平家物語 祇園精舎 □和漢混交文の表現の特徴と効果を理解する。

木曽の最期 □義仲と巴、義仲と兼平の関係性について本文を踏まえて理解
し、両者の違いを対比的にわかりやすく説明する。

■言語文化と漢文
思想 論語、孟子 □本文の解釈上の異説を図書館や情報端末を活用して調べ

る。
□複数の解釈を比較検討した上で自分なりの解釈を構築する。

文章 雑説 □作品成立の動機について、唐代中国の歴史的背景を踏まえた
上で自分なりの考えをまとめる。

■言語文化と近現代
近代小説（二） 城の崎にて □作品に描かれる死生観を文脈の中で理解し、説明する。

□「生と死」に対する思いを自身の体験を踏まえて文章で表現す
る。

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



指導と評価の年間計画 地理総合
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材
地理総合 １年 ２ 高等学校 新地理総合（帝国書院） 新詳地理資料COMPLETE2022（帝国書院）

新詳高等地図（帝国書院）

社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する

科目の目標 国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を養う。

① 授業は単元ごとに問いを設け、世界の自然と人間生活への理解を深めていきます。 教養力・思考力・志力

② 白地図や図表などを用いた作業学習を行い、諸事象に対する空間的な見方を養います。 思考力・表現力・協働力

学習活動 ③ テストの振り返りや問題集を用いた演習を通じて知識や思考力を身につけます。 教養力・思考力・省察力

④ iPadやコンピュータなど情報機器を活用した、情報収集やGIS活用能力を養います。 教養力・表現力・協働力・省察力

※ 日頃より、身近な地域の姿や国内外の自然や社会についてのテーマ、災害や防災に関心を持っておくことが、地理学習の深化
につながります。

・教養力 幅広い教養と課題発 ・思考力 論理的に考え、批判的に ・協働力 多様な他者とコミュニケ
見・解決のための知識・技能 掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や経 ・志力 志高く挑戦し、主体的に人
過をわかりやすく伝える力 生や社会の未来を拓く力

・省察力 自らの行動を振り返り、
改善し、前に踏み出す力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 ○よりよい社会の実現を視野にそこで ○世界の生活文化の多様性や、防災、地 ○地理に関わる事象の意味や意義、特色

及び 見られる課題を主体的に追究、解決し 域や地球的課題への取り組みなどを解決 や相互の関連を、位置や分布、場所、人

評価規準 ようとすることができたか。 する取り組みが行えたか。 間と自然環境との相互依存関係、空間的
○多面的・多角的な考察や深い理解 ○地図や地理情報システムなどを用いて、 相互依存作用、地域などに着目して、概
を通して涵養される日本国民としての 調査や諸資料から地理に関する様々な情 念などを活用して多面的・多角的に考察で
自覚、我が国の国土に対する愛情、世 報を適切かつ効果的に調べまとめることがで きたか。
界の諸地域の多様な生活文化を尊重 きたか。 ○地理的な課題の解決に向けて構想した
しようとすることの大切さについて自覚す りする力や、考察、構想したことを効果的に
ることができたか。 説明したり、それらを基に議論したりすること

○授業状況の観察 ○授業状況の観察 ○授業状況の観察
○ワークシート ○ワークシート ○ワークシート

評価方法 ○課題への取組 ○定期考査 ○課題への取り組み
○定期考査



年間指導計画

学 学 習 内 容 学習のねらい 学習活動
期

１．地図でとらえる現代世界 リモートセンシングやGISによる地図が地球の現状認識に役立つことにき 単元ごとに、「学習活
・地図上の位置と時差 づき、地理情報が生活と結びつきていることを理解する。 動」の①、②、③をそ
・地図の役割と課題 世界地図は球面上の情報をすべて正しく表現できないこと、地図の種 れぞれに行い、単元を
・現代世界の国家と領域 類とそれぞれの特色を理解する。 通じて３つの観点につ
・グローバル化する世界 現代世界に関する統計を地理情報に加工できる、地理的技能を習得 いて評価を行う。

する。

前 ２．国際理解と国際協力 様々な地形の分布や形成要因から基礎的知識や概念を習得し、地
・生活文化の多様性 形と生活との関係を考察する。地形図の読図に関する地理的技能を習
・世界の地形と人々の生活 得する。
・世界の気候と人々の生活 世界規模で気温・降水量・大気大循環・水の循環・土壌・植生、気候

期 ・オセアニア 帯を取り上げ、その分布や形成要因、気候と人々の生活との関連について
・東南アジア 考察する。

・世界の言語・宗教と人々の生活 民族と宗教について、民族と言語、世界の宗教の分布や特徴、生活と
・中央アジア・西アジア・北アフリカ の関わりについて理解する。
・インド 地誌的に考察する様々な方法について理解し、各地域を例に地誌的

歴史的背景と人々の生活 考察を実践する。
・ラテンアメリカ 世界の産業について、資源の分布や問題点について世界的視野に留
・サハラ以南アフリカ 意して概観させ、人々の生活との関わりについて理解する。
・ロシア

・世界の産業と人々の生活
・アメリカ合衆国
・東アジア
・ヨーロッパ

２．国際理解と国際協力 地球環境問題について、過去に発生した災害や天災からその構造や対 単元ごとに、「学習活
・複雑に絡み合う地球的課題 処法について学び、これから起こりえる災害に対する備えについて考察し、 動」の①、②、③をそ
・地球環境問題 実践する。 れぞれに行い、単元を
・資源・エネルギー問題 世界の資源・エネルギーについての基礎的・基本的知識を習得する。 通じて３つの観点につ
・人口問題 世界の人口分布、人口増加・人口構成について考察し、基本的知識 いて評価を行う。
・食料問題 を習得する。人口増加地域と減少地域の人口問題を比較しながら、日本
・都市・居住問題 の人口問題についても考察する。

後 都市・居住問題について、世界の人口問題を大観し、発展途上国、先
３．持続可能な地域づくりと私たち 進国、日本の人口問題の事例を考察する。
・日本の自然環境 日本の自然環境と災害について、基礎的・基本的知識を習得する。ま
・地震・津波と防災 た、有事の際への備えについて、対策を考察する。

期 ・火山災害と防災 日本における、様々な都市問題や地域格差について学び、日本の抱え
・気象災害と防災 る様々な問題について考察する。
・自然災害への備え
・自然災害による被害を減らそう
・生活圏の調査と地域の展望

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



指導と評価の年間計画 歴史総合
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材
歴史総合 １年 ２ 詳述歴史総合（実教出版） 詳述歴史総合徹底整理演習ノート（実教出版）

新詳歴史総合（浜島書店）

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化す
る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。
（1）近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形成

に関わる近現代の歴史を理解するとともに、諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に

科目の目標 付けるようにする。
（2）近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながり

などに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想し
たりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

（3）近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度を
養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他
国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

①授業は単元ごとに主題、問いを設定し、探究していく活動を中心におこないます。思考力・表現力・協働力・省察力
主題学習をおこなう際、「歴史総合」で働かせる「見方、考え方」
１時系列に関わる視点……………………時期・年代など
２諸事象の推移に関わる視点……………展開・変化・継続など
３諸事象の比較に関わる視点……………類似・差異など
４事象相互のつながりに関わる視点………背景・原因・結果・影響・関係性・相互作用など

学習活動 ５現在とのつながり
上記5点などに着目して、比較したり関連させたりして社会事象を捉えることをめざす。
②サブノートの空欄補充を教科書・資料集を活用しておこない予習、復習をします。教養力
③復習により基本的知識の定着をはかる必要があることから、単元ごとにまとめをしたり、問題集を解くなどして知識の定着を図りましょ
う。教養力
※本やテレビ、映画など歴史に親しむことが、歴史を理解する近道になります。いろいろな場面において歴史に触れてみましょう。志力
※日頃から、新聞・テレビニュースにおいて、社会的出来事に関心を持っておきましょう。志力

・教養力 幅広い教養と課題発 ・思考力 論理的に考え、批判的に ・協働力 多様な他者とコミュニケ
見・解決のための知識・技能 掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や経 ・志力 志高く挑戦し、主体的に人
過をわかりやすく伝える力 生や社会の未来を拓く力

・省察力 自らの行動を振り返り、
改善し、前に踏み出す力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 近現代の歴史の変化に関わる諸事象 近現代の歴史の変化に関わる事象の意味 近現代の歴史の変化に関わる諸事象につ

及び について、世界とその中の日本を広く相 や意義、特色などを、概念などを活用して いて、よりよい社会の実現を視野に課題を

評価規準 互的な視野から捉え、現代的な諸課 多面的・多角的に考察したり、歴史に見ら 主体的に追究、解決しようとする態度や、
題の形成に関わる近現代の歴史を理 れる課題を把握し解決を視野に入れて構 多面的・多角的な考察や深い理解を通し
解するとともに、諸資料から歴史に関す 想したりする力や、考察、構想したことを効 て涵養される日本国民としての自覚、我か
る様々な情報を適切かつ効果的に調 果的に説明したり、それらを基に議論したり んが国の歴史に対する愛情、他国や他国
べまとめる技能を身に付けている。 する力を身に付けている。 の文化を尊重することの大切さについての自

覚などを身に付けている。
○授業状況の観察 ○授業状況の観察 ○授業状況の観察
○ワークシート ○ワークシート ○ワークシート

評価方法 ○課題への取組 ○定期考査 ○課題への取り組み
○定期考査



年間指導計画
学 学 習 内 容 学習のねらい 学習活動
期
前 A 歴史の扉 単元ごとに、「学

期 （1）歴史と私たち ・私たちの生活や身近な地域などに見られる諸事象を基に、それらが日本や日本周辺の地域及び世界 習活動」の①、
の歴史とつながっていることを理解する。 ②、③をそれぞ
・近代化、国際秩序の変化や大衆化、グローバル化などの歴史の変化と関わらせて、私たちの生活や身 れに行い、単元
近な地域などに見られる諸事象と日本や日本周辺の地域及び世界の歴史との関連性について考察し、 を通じて３つの
表現する。 観点について評

（2）歴史の特質と ・日本や世界の様々な地域の人々の歴史的な営みの痕跡や記録である遺物、文書、図像などの資料 価を行う。
資料 に基づいて歴史が叙述されていることを理解する。
B 近代化と私たち
（1）近代化への問 ・交通と貿易、産業と人口、権利意識と政治参加や国民の義務、学校教育、労働と家族、移民などに
い 関する資料から情報を読み取ったりまとめたりする技能を身に付ける。

・近代化に伴う生活や社会の変容について考察し、問いを表現する。
・諸資料を活用し、課題を追究したり解決したりする活動に主体的に取り組む。

（2）結び付く世界と ・18世紀のアジアや日本における生産と流通、アジア各地域間やアジア諸国と欧米諸国の貿易などを基
日本の開国 に、18世紀のアジアの経済と社会を理解する。
（3）国民国家と明 ・産業革命と交通・通信手段の革新、中国の開港と日本の開国などを基に、工業化と世界市場の形成
治維新 を理解する。

・18世紀後半以降の欧米の市民革命や国民統合の動向、日本の明治維新や大日本帝国憲法の制
定などを基に、立憲体制と国民国家の形成を理解する。
・列強の進出と植民地の形成、日清・日露戦争などを基に、列強の帝国主義政策とアジア諸国の変容
を理解する。
・18世紀のアジア諸国の経済が欧米諸国に与えた影響などに着目して、主題を設定し、アジア諸国とそ
の他の国や地域の動向を比較したり、相互に関連付けたりするなどして、18世紀のアジア諸国における
経済活動の特徴、アジア各地域間の関係、アジア諸国と欧米諸国との関係などを多面的・多角的に考
察し、表現する。

（4）近代化と現代 ・自由・制限、平等・格差、開発・保全、統合・分化、対立・協調などの観点から主題を設定し、現代
的な諸課題 的な諸課題の形成に関わる近代化の歴史を理解する。

・事象の背景や原因、結果や影響などに着目して、アジア諸国とその他の国や地域の動向を比較した
り、相互に関連付けたりするなどして、主題について多面的・多角的に考察し、表現する。
・諸資料を活用し、課題を追究したり解決したりする活動に主体的に取り組む。

C 国際秩序の変化
や大衆化と私たち
（1）国際秩序の変 ・国際関係の緊密化、アメリカ合衆国とソヴィエト連邦の台頭、植民地の独立、大衆の政治的・経済的
化や大衆化への問い ・社会的地位の変化、生活様式の変化などに関する資料から情報を読み取ったりまとめたりする技能を

身に付ける。
（2）第一次世界大 ・第一次世界大戦の展開、日本やアジアの経済成長、ソヴィエト連邦の成立とアメリカ合衆国の台頭、
戦と大衆社会 ナショナリズムの動向と国際連盟の成立などを基に、総力戦と第一次世界大戦後の国際協調体制を理

解する。
・大衆の政治参加と女性の地位向上、大正デモクラシーと政党政治、大量消費社会と大衆文化、教
育の普及とマスメディアの発達などを基に、大衆社会の形成と社会運動の広がりを理解する。
・第一次世界大戦の推移と第一次世界大戦が大戦後の世界に与えた影響、日本の参戦の背景と影
響などに着目して、主題を設定し、日本とその他の国や地域の動向を比較したり、相互に関連付けたり
するなどして、第一次世界大戦の性格と惨禍、日本とアジア及び太平洋地域の関係や国際協調体制
の特徴などを多面的・多角的に考察し、表現する。

後 （3）経済危機と第 ・世界恐慌、ファシズムの伸張、日本の対外政策などを基に、国際協調体制の動揺を理解する。 単元ごとに、「学

期 二次世界大戦 ・第二次世界大戦の展開、国際連合と国際経済体制、冷戦の始まりとアジア諸国の動向、戦後改革 習活動」の①、
と日本国憲法の制定、平和条約と日本の独立の回復などを基に、第二次世界大戦後の国際秩序と日 ②、③をそれぞ
本の国際社会への復帰を理解する。 れに行い、単元
・経済危機の背景と影響、国際秩序や政治体制の変化などに着目して、主題を設定し、日本とその他 を通じて３つの
の国や地域の動向を比較したり、相互に関連付けたりするなどして、各国の世界恐慌への対応の特徴、 観点について評
国際協調体制の動揺の要因などを多面的・多角的に考察し、表現する。 価を行う。



（4）国際秩序の変 ・自由・制限、平等・格差、開発・保全、統合・分化、対立・協調などの観点から主題を設定し、現代
化や大衆化と現代的 的な諸課題の形成に関わる国際秩序の変化や大衆化の歴史を理解する。
な諸課題 ・事象の背景や原因、結果や影響などに着目して、日本とその他の国や地域の動向を比較したり、相互

に関連付けたりするなどして、主題について多面的・多角的に考察し表現する。
・諸資料を活用し、課題を追究したり解決したりする活動に主体的に取り組む。

D グローバル化と私
たち
（1）グローバル化へ ・冷戦と国際関係、人と資本の移動、高度情報通信、食料と人口、資源・エネルギーと地球環境、感
の問い 染症、多様な人々の共存などに関する資料から情報を読み取ったりまとめたりする技能を身に付ける。
（2）冷戦と世界経 ・脱植民地化とアジア・アフリカ諸国、冷戦下の地域紛争、先進国の政治の動向、軍備拡張や核兵器
済 の管理などを基に、国際政治の変容を理解する。

・西ヨーロッパや東南アジアの地域連携、計画経済とその波及、日本の高度経済成長などを基に、世界
経済の拡大と経済成長下の日本の社会を理解する。
・地域紛争の背景や影響、冷戦が各国の政治に及ぼした影響などに着目して、主題を設定し、日本と
その他の国や地域の動向を比較したり、相互に関連付けたりするなどして、地域紛争と冷戦の関係、第
三世界の国々の経済政策の特徴、欧米やソヴィエト連邦の政策転換の要因などを多面的・多角的に
考察し、表現する。

（3）世界秩序の変 ・石油危機、アジアの諸地域の経済発展、市場開放と経済の自由化、情報通信技術の発展などを基
容と日本 に、市場経済の変容と課題を理解する。

・冷戦の終結、民主化の進展、地域統合の拡大と変容、地域紛争の拡散とそれへの対応などを基に、
冷戦終結後の国際政治の変容と課題を理解する。
・アジアの諸地域の経済発展の背景、経済の自由化や技術革新の影響、資源・エネルギーと地球環境
問題が世界経済に及ぼした影響などに着目して、主題を設定し、日本とその他の国や地域の動向を比
較したり、相互に関連付けたりするなどして、市場経済のグローバル化の特徴と日本の役割などを多面的
・多角的に考察し、表現する。

（4）現代的な諸課 ・持続可能な社会の実現を視野に入れ、自ら主題を設定し、歴史的経緯を踏まえて、現代的な諸課
題の形成と展望 題を理解する。

・事象の背景や原因、結果や影響などに着目して、日本とその他の国や地域の動向を比較し相互に関
連付けたり、現代的な諸課題を展望したりするなどして、主題について多面的・多角的に考察、構想し、
表現する。
・諸資料を活用し、課題を追究したり解決したりする活動に主体的に取り組む。

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



指導と評価の年間計画 数学Ⅰ
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材
数学Ⅰ １年 ３ 高等学校 数学Ⅰ 新課程クリアー数学ⅠＡ（数研出版）

（数研出版） 新課程ﾁｬｰﾄ式数学ⅠＡ（数研出版）

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事

象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
（2）命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係

科目の目標 に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を
表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間の関
係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりす
る力を養う。

（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の
過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

①授業の内容は、教科書を進め基礎を学ぶ活動と、問題演習をして理解を深める活動をします。
教養力・思考力

②授業で指定された練習問題等は必ず取り組み、復習をします。
学習活動 ※家庭ではその日に習ったことを確認しておきます。特に宿題は、定着しかけている知識を確実に

定着させるために必ず取り組みましょう。思考力・省察力
③クリアーや ﾁｬｰﾄ式から類問を探して問題を解くことで、理解を確実にします。 思考力・表現力・志力
・教養力 幅広い教養と課題発 ・思考力 論理的に考え、批判的に ・協働力 多様な他者とコミュニケ
見・解決のための知識・技能 掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や経 ・志力 志高く挑戦し、主体的に人
過をわかりやすく伝える力 生や社会の未来を拓く力

・省察力 自らの行動を振り返り、
改善し、前に踏み出す力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 数と式，図形と計量，2次 数や式を多面的にみたり目的に 数学のよさを認識し数学を活用
及び 関数及びデータの分析につい 応じて適切に変形したりする力， しようとする態度，粘り強く考え

評価規準 ての基本的な概念や原理・ 図形の性質や計量について論理 数学的論拠に基づいて判断しよ
法則を体系的に理解するとと 的に考察し表現する力，事象を うとする態度，問題解決の過程
もに，事象を数学化したり， 的確に表現してその特徴を表・ を振り返って考察を深めたり，評
数学的に解釈したり，数学 式・グラフを相互に関連付けて考 価・改善したりしようとする態度や
的に表現・処理したりする技 察する力，適切な手法を選択 創造性の基礎を身に付けてい
能を身に付けている。 して分析を行い，問題を解決し る。

たり，解決の過程や結果を批判
的に考察し判断したりする力を
身に付けている。

○授業状況の観察 ○授業状況の観察 ○授業状況の観察
評価方法 ○課題への取組 ○課題への取組 ○課題への取組

○定期考査 ○定期考査
※数学Ⅰの履修終了後、数学Ⅱを履修します。



年間指導計画

学 学 習 内 容 学習のねらい 学習活動
期
第１章 数と式 □整式を適切な形に整理することによって因数分解や計算 単元ごとに、「学習
１ 式の計算 ができる。 活動」の①、②、
２ 実数 □実数を数直線上の点の座標としてとらえることができる。 ③をそれぞれおこな
３ １次不等式 また、実数の大小関係と数直線を関連付けて考えること い、単元を通じて

ができる。 ３つの観点につい
□不等式における解の意味を理解し、1次不等式の応用 て評価をおこなう。

前 問題を解くことができる。
□絶対値の意味から、絶対値を含む方程式、不等式を解
くことができる。

期 第２章 集合と命題 □ベン図などを用いて、集合を視覚的に表現して処理する
ことができる。

□条件と集合の関係を理解し、必要条件、十分条件を集
合の関係でとらえることができる。

□対偶、背理法を理解し、命題を証明するのにこれらを適
切に用いることができる。

第３章 ２次関数 □平方完成を利用して、2次関数
１ ２次関数とグラフ y＝ax2＋bx＋cのグラフの軸と頂点を調べ、グラフをかく
２ ２次関数の値の変化 ことができる。
３ ２次方程式と２次不 □2次関数の最大値、最小値を求めることができる。

等式 □2次方程式の解の考察において、判別式
D＝b2－4acの符号と実数解の関係を理解し、利用す
ることができる。

□2次不等式の解と2次関数の値の符号を相互に関連さ
せて考察できる。

□三角比の相互関係を利用して、1つの値から残りの値が 単元ごとに、「学習
求められる。 活動」の①、②、

第４章 図形と計量 □座標を用いた三角比の定義を理解し、三角比の値から ③をそれぞれおこな
１ 三角比 θを求めることができる。 い、単元を通じて
２ 三角形への応用 □余弦定理や正弦定理を用いて、三角形の残りの辺の長 ３つの観点につい

さや角の大きさを求めることができる。 て評価をおこなう。
□測量や空間図形への応用では、適当な三角形に着目

後 して考察できる。

□箱ひげ図をかき、データの分布を比較することができる。
□分散、標準偏差の定義とその意味を理解し、それらに関

期 第５章 データの分析 する公式を用いて求めることができる。
□相関係数は散布図の特徴を数値化したものであること、
数値化して扱うことのよさを理解し、共分散と標準偏差
から求めることができる。

課題学習 □今までに学んだ内容に関する課題について、主体的に学
習し、数学のよさを認識する。

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



指導と評価の年間計画 数学Ⅱ
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材
数学Ⅱ １年 １ 高等学校 数学Ⅱ 新課程クリアー数学ⅡB（数研出版）

（数研出版） 新課程ﾁｬｰﾄ式数学ⅡB（数研出版）

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについての基本的な概念や原理・

法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。

科目の目標 （2）数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力，座標平面上の図形につい
て構成要素間の関係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に考察したりす
る力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，関数の局所的な変化に着目し，事象
を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。

（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

①授業の内容は、教科書を進め基礎を学ぶ活動と、問題演習をして理解を深める活動をします。
教養力・思考力

②授業で指定された練習問題等は必ず取り組み、復習をします。
学習活動 ※家庭ではその日に習ったことを確認しておきます。特に宿題は、定着しかけている知識を確実に

定着させるために必ず取り組みましょう。思考力・省察力
③クリアーや ﾁｬｰﾄ式から類問を探して問題を解くことで、理解を確実にします。
思考力・表現力・志力

・教養力 幅広い教養と課題発 ・思考力 論理的に考え、批判的に ・協働力 多様な他者とコミュニケ
見・解決のための知識・技能 掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や経 ・志力 志高く挑戦し、主体的に人
過をわかりやすく伝える力 生や社会の未来を拓く力

・省察力 自らの行動を振り返り、
改善し、前に踏み出す力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 いろいろな式，図形と方程式， 等式や不等式が成り立つことなど 数学のよさを認識し数学を活用
及び 指数関数・対数関数，三角 について論理的に考察する力， しようとする態度，粘り強く柔軟

評価規準 関数及び微分・積分の考えに 方程式を用いて図形を簡潔・明 に考え数学的論拠に基づいて判
ついての基本的な概念や原 瞭・的確に表現したり，図形の 断しようとする態度，問題解決
理・法則を体系的に理解する 性質を論理的に考察したりする の過程を振り返って考察を深め
とともに，事象を数学化したり， 力，事象を的確に表現してその たり，評価・改善したりしようとす
数学的に解釈したり，数学 特徴を数学的に考察する力， る態度や創造性の基礎を身に
的に表現・処理したりする技 事象を数学的に考察したり，問 付けている。
能を身に付けている。 題解決の過程や結果を振り返っ

て統合的・発展的に考察したり
する力を身に付けている。

○授業状況の観察 ○授業状況の観察 ○授業状況の観察
評価方法 ○課題への取組 ○課題への取組 ○課題への取組

○定期考査 ○定期考査
※数学Ⅰの履修終了後、数学Ⅱを履修します。



年間指導計画

学 学 習 内 容 学習のねらい 学習活動
期
第１章 式と証明 □二項定理を利用して、展開式やその項の係数を求める 単元ごとに、「学習
１ 式と計算 ことができる。 活動」の①、②、
２ 等式・不等式の証明 □二項定理を3項の場合に適用することで、展開式の係 ③をそれぞれおこな

数を求めることができる。 い、単元を通じて
□除法で成り立つ等式を理解し、利用することができる。 ３つの観点につい
□分数式の約分、四則計算ができる。 て評価をおこなう。
□恒等式と方程式の違いを理解している。

後 □恒等式となるように、係数を決定することができる。
□A＝BとA－B＝0が同値であることを利用して、等式を
証明することができる。

□同値な不等式を証明することで、もとの不等式を証明す
期 ることができる。

□平方の大小関係を利用して、不等式を証明することがで
きる。

□相加平均・相乗平均の大小関係を利用して、不等式を
証明することができる。

第２章 複素数と方程式 □複素数と、その相等の定義を理解する。
１ 複素数と2次方程式 □複素数の四則計算ができる。

の解 □負の数の平方根を含む式の計算を、虚数単位iを用いて
２ 高次方程式 処理することができる。

□2次方程式の解が虚数になる場合もあることに興味を示
し、2次方程式の解を考察しようとする。

□解と係数の関係を使って、対称式の値や2次方程式の
係数を求めることができる。

□2数を解とする2次方程式を作ることができる。
□剰余の定理を利用して、整式を１次式や２次式で割っ
たときの余りを求めることができる。

□因数定理を理解し、３次式や４次式を因数分解でき
る。

□1の3乗根の性質に興味・関心をもち、具体的な問題に
取り組もうとする。

□因数分解や因数定理を利用して、高次方程式を解くこ
とができる。

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



指導と評価の年間計画 数学A
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材
数学A １年 ２ 高等学校 数学A 新課程クリアー数学ⅠＡ（数研出版）

（数研出版） 新課程ﾁｬｰﾄ式数学ⅠＡ（数研出版）

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，数学と人間の活動の関

係について認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるように
する。

科目の目標 （2）図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に考察する力，不確実な事象に着目し，確率
の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の構造を見いだ
し，数理的に考察する力を養う。

（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の
過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

①授業の内容は、教科書を進め基礎を学ぶ活動と、問題演習をして理解を深める活動をします。
教養力・思考力

②授業で指定された練習問題等は必ず取り組み、復習をします。
学習活動 ※家庭ではその日に習ったことを確認しておきます。特に宿題は、定着しかけている知識を確実に

定着させるために必ず取り組みましょう。思考力・省察力
③クリアーや ﾁｬｰﾄ式から類問を探して問題を解くことで、理解を確実にします。
思考力・表現力・志力

・教養力 幅広い教養と課題発 ・思考力 論理的に考え、批判的に ・協働力 多様な他者とコミュニケ
見・解決のための知識・技能 掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や経 ・志力 志高く挑戦し、主体的に人
過をわかりやすく伝える力 生や社会の未来を拓く力

・省察力 自らの行動を振り返り、
改善し、前に踏み出す力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 図形の性質，場合の数と確 図形の性質を見いだし，論理 数学のよさを認識し数学を活用
及び 率についての基本的な概念や 的に考察する力，確率の性質 しようとする態度，粘り強く考え

評価規準 原理・法則を体系的に理解 などに基づいて事象の起こりやす 数学的論拠に基づいて判断しよ
するとともに，数学と人間の さを判断する力，事象に数学の うとする態度，問題解決の過程
活動の関係について認識を深 構造を見いだし，数理的に考察 を振り返って考察を深めたり，評
め，事象を数学化したり，数 する力を身に付けている。 価・改善したりしようとする態度や
学的に解釈したり，数学的に 創造性の基礎を身に付けてい
表現・処理したりする技能を る。
身に付けている。
○授業状況の観察 ○授業状況の観察 ○授業状況の観察

評価方法 ○課題への取組 ○課題への取組 ○課題への取組
○定期考査 ○定期考査



年間指導計画

学 学 習 内 容 学習のねらい 学習活動
期
第１章 場合の数と確率 □和の法則、積の法則の利用場面を理解し事象に応じて使 単元ごとに、「学
１ 場合の数 い分けて場合の数を求めることができる。 習活動」の①、
２ 確率 □簡単な場合の数を、順列、円順列、重複順列に帰着さ ②、③をそれぞれ

せて求めることができる。 おこない、単元を
□簡単な場合の数を、組合せに帰着させて求めることができ 通じて３つの観
る。 点について評価

前 □同じものを含む順列を、組合せで考察することができる。 をおこなう。
□確率の性質を理解し、和事象、余事象の確率の求め方
がわかる。

□独立な試行の確率を、具体的な例から直観的に考えるこ
期 とができる。

□反復試行の確率を、具体的な例から直観的に考えること
ができる。

□条件付き確率や確率の乗法定理を用いて確率を求める
ことができる。

第２章 図形の性質 □三角形の外心、内心、重心の定義、性質を理解する。
１ 平面図形 □チェバの定理、メネラウスの定理を、三角形に現れる線分
２ 空間図形 比や図形の面積比を求める問題に活用できる。 単元ごとに、「学

□三角形の存在条件や、辺と角の大小関係について理解 習活動」の①、
する。 ②、③をそれぞれ

□四角形が円に内接するための条件を利用して、図形の性 おこない、単元を
質を証明できる。 通じて３つの観

□円の接線と弦の作る角についての性質を利用して、角の大 点について評価
きさを求めることができる。 をおこなう。

□方べきの定理を理解する。
□空間における2直線の位置関係やなす角を理解する。

第３章 数学と人間の活動 □倍数の判定法について理解する。
後 □自然数の正の約数やその個数を求めるのに、素因数分解

が利用できることを理解する。
□互いに素な整数の性質を利用して、簡単な命題を証明す
ることができる。

期 □整数をある正の整数で割った余りで分類して、簡単な整数
の性質を証明することができる。

□互除法の原理を理解し、互除法を用いて2数の最大公約
数を求めることができる。

□1次不定方程式の解を１つ求め、それによりすべての整数
解を求めることができる。

□n進法の数を10進法で、10進法の数をn進法で表すこと
ができる。

□特定の地点を座標平面または座標空間上の点と捉えて
位置を座標で表現できる。

□ゲームやパズルの仕組みを論理的に考察することができる。
＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



指導と評価の年間計画 物理基礎
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材
物理基礎 １年 ２ 高等学校 新物理基礎 ステップアップノート物理基礎（啓林館）

（第一学習社） フォローアップドリル物理基礎（数研出版）

物体の運動と様々なエネルギーに関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行
うことなどを通して、物体の運動と様々なエネルギーを科学的に探究するために必要な資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

科目の目標 （1）日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運動と様々なエネルギーについて理解するとともに、
科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。
（2）観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。
（3）物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。
①【脳をアクティブに】 講義型授業では、先生の説明を自分なりにまとめ、ノートやプリントなどにメモ
をとりましょう。教養力・表現力
②【わかったを実感】 対話型授業では、考えを自分なりに表現しましょう。ペアワークなどでは、相手
の考えを参考に理解を深めよう。思考力・表現力・協働力
③【できたを実感】 問題演習型授業では、正解そのものより、導出過程に目を向けよう。
なぜ？どうして？という疑問を出発点に論理的に考えましょう。思考力・省察力

④【わかったを実感】 観察実験型授業では、主体的に取り組むことが大切です。班の人と協力して
学習活動 準備・実験・記録・データ処理・整理整頓を行いましょう。思考力・省察力・協働力

⑤【家庭学習への繋がり】 授業内に振り返りの時間がありますから、その日の学習内容について、
自分の理解度を確かめよう。学習した内容を当日のうちに、問題集の基本問題を解いて定着を図る自主
性をもとう。教養力・省察力・志力
⑥【その他】 授業で学習する様々な物理現象を、身近な事柄に結びつけるとさらに理解が進みま
す。書物やテレビなどにおいて物理・科学に親しむことを推奨します。いろいろな場面において物理・科学に
触れてみましょう。教養力・志力
・教養力 幅広い教養と課題 ・思考力 論理的に考え、批判 ・協働力 多様な他者とコミュニケ
発見・解決のための知識・技能 的に掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や ・志力 志高く挑戦し、主体的に
経過をわかりやすく伝える力 人生や社会の未来を拓く力

・省察力 自らの行動を振り返
り、改善し、前に踏み出す力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 様々な物理現象に関する概 実験結果から導かれる原理や 様々な物理現象について関心
及び 念や原理・法則について、基本 法則について思考を深めている。 をもち、それを物理学的に探究す

評価規準 的な知識を身に付けている。 観察結果を適切に判断できる。 ることに意欲的に取り組むととも
に、実践的な態度を身に付けてい
る。

○課題への取組 ○授業状況の観察 ○授業状況の観察
○定期考査 ○ノート、授業プリント ○ノート、授業プリント

評価方法 ○定期考査 ○課題への取組



年間指導計画

学 学 習 内 容 学習のねらい 学習活動
期
第Ⅰ章 運動とエネルギー □物体の運動の表し方を理解する。 単元ごとに「学習
第１節 物体の運動 □物体の運動状態や物体のもつエネルギーの表し方を、実 活動」の①～⑥を
第２節 力と運動の法則 験や考察を通して理解する。 それぞれおこない、
第３節 仕事と力学的エネルギー 単元を通じて３つ

の観点について評
第Ⅱ章 熱 □エネルギーの最も身近で重要な形態である熱の本質を 価をおこなう。

前 第１節 熱とエネルギー 理解する。
□熱の現象とエネルギーの関係、熱の利用について理解す
る。

期 第Ⅲ章 波動 □音や電波、光、地震波などの波が身の回りにあることを
第１節 波の性質 知り、波の一般的な性質を理解する。
第２節 音波 □音について詳しく理解する。

第Ⅳ章 電気 □電気や磁気の性質を理解する。 単元ごとに「学習
第１節 電荷と電流 □電気や磁気の利用について、安全性と効率性を理解す 活動」の①～⑥を
第２節 電流と磁場 る。 それぞれおこない、
第３節 エネルギーとその利用 □自然界のエネルギーをどのように利用できるかを理解す 単元を通じて３つ

る。 の観点について評
価をおこなう。

後 終章 物理学が拓く世界 □物理学の発展がこれからの世界をどう切り拓いていくかを
考える。

期

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



指導と評価の年間計画 生物基礎
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材
生物基礎 １年 ２ 生物基礎 生物基礎の必修整理ノート(文英堂)

（第一学習社） ニューステージ生物図表(浜島書店)
プログレス生物基礎(第一学習社)

生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，生
物や生物現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探究するた

科目の目標 めに必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。
（2） 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
（3） 生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全

に寄与する態度を養う。
①【脳をアクティブに】 講義型授業では、先生の説明を自分なりにまとめ、ノートやプリントなどにメモ
をとりましょう。教養力・表現力
②【わかったを実感】 対話型授業では、考えを自分なりに表現しましょう。ペアワークなどでは、相手
の考えを参考に理解を深めよう。思考力・表現力・協働力
③【できたを実感】 問題演習型授業では、正解そのものより、導出過程に目を向けよう。
なぜ？どうして？という疑問を出発点に論理的に考えましょう。思考力・省察力
④【わかったを実感】 観察実験型授業では、主体的に取り組むことが大切です。班の人と協力して

学習活動 準備・実験・記録・データ処理・整理整頓を行いましょう。思考力・省察力・協働力
⑤【家庭学習への繋がり】 授業内に振り返りの時間がありますから、その日の学習内容について、
自分の理解度を確かめよう。学習した内容を当日のうちに、問題集の基本問題を解いて定着を図る
自主性をもとう。教養力・省察力・志力
⑥【その他】 授業で学習する様々な生物現象を、身近な事柄に結びつけるとさらに理解が進みま
す。書物やテレビなどにおいて生物・科学に親しむことを推奨します。いろいろな場面において生物・科
学に触れてみましょう。教養力・志力
・教養力 幅広い教養と課題発 ・思考力 論理的に考え、批判的に ・協働力 多様な他者とコミュニケ
見・解決のための知識・技能 掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や経 ・志力 志高く挑戦し、主体的に人
過をわかりやすく伝える力 生や社会の未来を拓く力

・省察力 自らの行動を振り返り、
改善し、前に踏み出す力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 様々な生物現象に関する概 実験結果から導かれる原理や 様々な生物現象について関
及び 念や原理・法則について、基 法則について思考を深めている。 心をもち、それを生物学的に探

評価規準 本的な知識を身に付けてい 観察結果を適切に判断できる。 究することに意欲的に取り組むと
る。 ともに、実践的な態度を身に付

けている。
○授業状況の観察 ○授業状況の観察 ○授業状況の観察
○ノート、授業プリント ○ノート、授業プリント ○ノート、授業プリント

評価方法 ○課題への取組 ○定期考査 ○課題への取組
○定期考査



年間指導計画

学 学 習 内 容 学習のねらい 学習活動
期

■生物と遺伝子 □多様な生物にも細胞構造をもつなど共通性があり、そ 単元ごとに前述
第１章 れが共通の起源をもつことに由来することを理解する。 の「学習活動」の
生物の特徴 □酵素、光合成、呼吸の学習を通して、生物が代謝に ①～⑥をそれぞ

第２章 よってエネルギーを取り出していることを理解する。 れおこない、単元
遺伝子とその働き □DNAについて、構造および遺伝情報はその塩基配列 を通じて３つの

にあることを理解する。 観点について評
前 □次に転写と翻訳の概要から、タンパク質の合成につい 価をおこなう。

て理解する。

期 ■生物の体内環境の維持 □動物の体内の細胞にとって、体液は一種の環境（体
第３章 内環境）であり、体内環境がいかにしてほぼ一定に保た
生物の体内環境 れているのか、また体内ではどのようなしくみがはたらき、ど

のように調節が行われているのか、循環系・腎臓と肝臓・
自律神経系と内分泌系、免疫について理解する。
□私たち自身のからだにかかわる内容についてできるだけ
身近な話題と関連づけながら理解する。

■生物の多様性と生態系 □植生について、その構造や、遷移とそのしくみについて 単元ごとに前述
第４章 理解する。 の「学習活動」の
植生の多様性と分布 □地球上にはさまざまなバイオームが見られること、どのよ ①～⑥をそれぞ

第５章 うなバイオームが分布するかは主に気温と降水量によって れおこない、単元
生態系とその保全 決まることを、世界と日本のバイオームを比較しながら理 を通じて３つの

解する。 観点について評
□生態系の成り立ち、生態系における物質循環とエネ 価をおこなう。

後 ルギーの流れについて理解する。
□生態系はそのバランスが保たれていること、人類は生
態系のバランスに大きな影響を与えていることなどを、身
近な例から地球レベルの環境問題までを関連づけながら

期 理解し自然環境を保全することが大切であることを理解
する。

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



指導と評価の年間計画 体育
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材
体 育 １年 3 ステップアップ高校スポーツ 現代高等保健体育

（大修館） （大修館）

体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通し
科目の目標 て，心と体を一体として捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況

に応じて体力の向上を図るための資質・能力を育成することを目指す。
①運動の合理的、計画的な実践や体育理論の学習を通して、運動の楽しさや喜びを味わい、生涯
にわたって運動を豊かに継続することができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性に
ついて理解するとともに、それらの技能を身に付けるようにします。 教養力・省察力・志力

②生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
学習活動 考し判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養います。

教養力・思考力・表現力・協働力
③運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果
たす、参画する、一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を
確保して、生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養います。
思考力・協働力・省察力

・教養力 幅広い教養と課題発 ・思考力 論理的に考え、批判的に ・協働力 多様な他者とコミュニケ
見・解決のための知識・技能 掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や経 ・志力 志高く挑戦し、主体的に人
過をわかりやすく伝える力 生や社会の未来を拓く力

・省察力 自らの行動を振り返り、
改善し、前に踏み出す力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 運動の合理的，計画的な 生涯にわたって運動を豊かに継 生涯にわたって継続して運動に
及び 実践を 通して，運動の楽し 続するための課題を発見し，合 親しむために，運動における競

評価規準 さや喜びを 深く味わい，生 理的，計画的な解決に向けて 争や協働の経験を通して，公
涯にわたって運 動を豊かに継 思考し判断するとともに，自己 正に取り組む，互いに協力する，
続することがで きるようにする や仲間の考えたことを他者に伝え 自己の責任を果たす，参画する，
ため，運動の多 様性や体 ている。 一人一人の違いを大切にしよう
力の必要性について 理解し とするとともに，健康・安全を確
ているとともに，それらの技能 保している。
を身に付けている。
○パフォーマンステスト ○グループ活動の観察 ○授業状況の観察
○新体力テスト ○グループノート

評価方法 ○授業状況の観察 ○感想文
○知識理解度テスト
○体育路論テスト



年間指導計画

学 学 習 内 容 学習のねらい 学習活動
期
前 オリエンテーション （通年で） 年間を通して、
期 集団行動 □集合時間を守ることができる。 「学習活動」の
体つくり運動 ①、②、③をおこ
陸上競技 □規定の服装で活動することができる。 ない、３つの観
バレーボール（兼球技大会練習） 点について評価

□用具の準備ができる。 をおこなう。
選択制授業Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
（３種目を行う） □グループノートを用いて、授業計画を綿密に立てること

・陸上競技（全員） ができる。
・ゴール型球技（どちらか１つ）
サッカー □足のリズムを合わせて、大きな声を出し、列を揃えて、
バスケットボール 集団走ができる。

・ネット型球技（どちらか１つ）
バレーボール □計画に沿って、グループで協力して活動することができ
テニス る。

後 選択制授業Ⅳ（以下から１つ） □意欲的に練習に取り組むことができる。
期 （グラウンド）

・サッカー □グループ全員の技能上達を目指して、互いにアドバイ
・バスケットボール スをし合うことができる。
・バレーボール
・テニス □健康面や安全面に配慮して、取り組むことができる。
・陸上競技

（体育館）
・バドミントン
・卓球

前 体育理論 □集合時間を守ることができる。 「学習活動」の
期 ・体育理論のオリエンテーション □グループ内でしっかり発言できる。 ①をおこない、３
末 ・スポーツの歴史と変容 □グループ内で他の意見を聞き、自分の考えを深めるこ つの観点について
・スポーツの技術、戦術、ルールの とができる。 評価をおこなう。

と 変化 □グループ内の意見をまとめて、全体へ向けて発表でき
・オリンピックムーブメントとドーピング る。

後 ・スポーツの経済的効果とスポーツ □正しい知識を身につけることができる。
期 産業
末

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



指導と評価の年間計画 保健
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材
保 健 １年 １ 現代高等保健体育 図説現代高等保健

（大修館） （大修館）

科目の目標 保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通じ
て人々が自らの健康や環境を適切に管理し、改善していくための資質・能力を育成する。
①個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身につけるようにしま
す。 教養力・省察力・志力

学習活動 ②健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を養います。 教養力・思考力・表現力・協働力

③生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力のあ
る生活を営む態度を養います。 思考力・協働力・省察力

・教養力 幅広い教養と課題発 ・思考力 論理的に考え、批判的に ・協働力 多様な他者とコミュニケ
見・解決のための知識・技能 掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や経 ・志力 志高く挑戦し、主体的に人
過をわかりやすく伝える力 生や社会の未来を拓く力

・省察力 自らの行動を振り返り、
改善し、前に踏み出す力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 個人及び社会生活における 健康についての自他や社会の課 生涯を通じて自他の健康の保
及び 健康・安全について理解を深 題を発見し、合理的、計画的な 持増進やそれを支える環境づくり

評価規準 めているとともに、技能を身に 解決に向けて思考し判断してい を目指し、明るく明るく豊かで活
つけている。 るとともに、目的や状況に応じて 力のある生活を営むための学習

他者に伝えている。 に主体的に取り組もうとしてい
る。

○定期考査 ○定期考査 ○定期考査
○確認テスト ○確認テスト ○確認テスト

評価方法 ○技能(心肺蘇生法)観察 ○グループ活動の観察 ○授業状況の観察
○課題、ノートの取組



年間指導計画
学 学習内容 学習のねらい 学習活動
期
１単元 現代社会と健康 ･オリエンテーション 講義型授業や、個人ま

前 たは班の人と協力して準
期 01 健康の考え方と成り立ち □国民の健康課題や健康の考え方は国民の 備・レポート作成・発表を

02 私たちの健康のすがた 健康水準の向上や疾病構造の変化に伴 行う課題学習を行い、
03 生活習慣病の予防と回復 って変わってきていることを理解する。 ３つの観点について評価
04 がんの原因と予防 □健康は様々な要因の影響を受けながら、主 を行う。
05 がんの治療と回復 体と環境の相互作用の下に成り立っている
06 運動と健康 ことを理解する。
07 食事と健康 □健康の保持増進には、ヘルスプロモーション
08 休養・睡眠と健康 の考え方を踏まえた個人の適切な意志決
09 喫煙と健康 定や行動選択及び環境づくりが関わってい
10 飲酒と健康 ることを理解する。
11 薬物乱用と健康 □健康の保持増進と生活習慣病などの予防

と回復には、運動、食事、休養及び睡眠の
調和のとれた生活の実践や疾病の早期発
見、及び社会的な対策が必要であることを
理解する。。

□喫煙と飲酒は生活習慣病などの要因にな
ることや薬物乱用は心身の健康や社会に
深刻な影響を与えることから行ってはならな
いこと、それらの対策には、個人や社会環境
への対策が必要であることを理解する。

12 精神疾患の特徴 □精神疾患の予防と回復には、運動、食事、 講義型授業や、個人ま
後 13 精神疾患の予防 休養及び睡眠の調和のとれた生活を実践 たは班の人と協力して準
期 14 精神疾患からの回復 するとともに、心身の不調に気付くことが重 備・レポート作成・発表を

15 現代の感染症 要であることや、疾病の早期発見及び社会 行う課題学習を行い、
16 感染症の予防 的な対策が必要であることを理解する。 ３つの観点について評価
17 性感染症・エイズとその予防 □感染症の発生や流行には、時代や地域に を行う。
18 健康に関する意志決定・行 よって違いが見られることや、その予防には、

動選択 個人の取組及び社会的な対策を行うこと
19 健康に関する環境づくり が必要であることを理解する。

２単元 安全な社会生活
□安全な社会づくりには、環境の整備とそれに

01 事故の現状と発生要因 応じた個人の取組が必要であることを理解
02 安全な社会の形成 する。
03 交通における安全 □交通事故を防止するためには、車両の特性
04 応急手当の意義とその基本 の理解、安全な運転や歩行など適切な行
05 日常的な応急手当 動、自他の生命を尊重する態度、交通環
06 心肺蘇生法 境の整備が関わることを理科逸する。

□適切な応急手当は、傷害や疾病の悪化を
軽減できることや、応急手当には正しい手
順や方法があることを理解する。

□応急手当は傷害や疾病によって身体が時
間の経過とともに損なわれていく場合がある
ことから、速やかに行う必要があることを理解
する。

□心肺蘇生法の原理や方法を理解し、実践
できる。（実習）



指導と評価の年間計画 音楽Ⅰ

科目 学年 単位数 教 科 書 副 教 材
音楽Ⅰ １年 ２ MOUSA 1 なし

（教育芸術社）

科目の目標 音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、創
造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。
・毎回の授業で、表現（歌唱・器楽・創作）と鑑賞の分野から、学習活動を行います。
教養力・表現力・思考力・省察力・協働力・志力
・歌唱と器楽では、一人での演奏や少人数でのアンサンブル、全員での合唱というように、様々な編
成での表現に取り組みます。仲間と聴き合い、演奏におけるアイデアを積極的に試しましょう。
表現力・思考力・省察力・協働力・志力
・音楽鑑賞は、聴いて楽しむことに留まらず、得た知識から音楽を分析したりイメージしたりすることに
より、新たな魅力に気づいていきましょう。教養力・思考力・表現力

学習活動 ・創作では、一人一曲、作曲をします。学んだ事を生かし、音を使って０から１を創り出す面白さを
感じましょう。人によって完成する曲は様々です。人との違いを発見する楽しさも感じられます。また作
曲をするには楽譜を読む、書くことが必要になりますが、小中学校で学んだ基礎的なことも学習します
ので、苦手な人もこの機会に読めるようになり、音楽を今までとは違う視点で楽しみましょう。教養力・
表現力・思考力・省察力・志力
【音楽関係の進路について】
音楽関係の進学（教育学部の音楽専修、音楽大学、専門学校など）は、入試で実技試験が課
せられます。実技の能力は短期間で身に付くものではありませんので、早めに準備に取りかかってくださ
い。実技の必要な進路を考えている人は、できるだけ１年生のうちに教科担当に相談してください。
教養力：幅広い教養と課題発 思考力：論理的に考え、批 協働力：多様な他者とコミュニケ
見・解決のための知識・技能 判的に掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 表現力：思考・判断の結果や 志力：志高く挑戦し、主体的に
経過をわかりやすく伝える力 人生や社会の未来を拓く力

省察力：自らの行動を振り返
り、改善し、前に踏み出す力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価の観点 曲想と音楽の構造や文化的・ 自己のイメージをもって音楽表 主体的・協働的に音楽の幅広い
及び 歴史的背景などとの関わり及び 現を創意工夫することや、音楽 活動に取り組み、生涯にわたり音

評価規準 音楽の多様性について理解す を評価しながらよさや美しさを自 楽を愛好する心情を育むととも
るとともに、創意工夫を生かした ら味わって聴くことができる。 に、感性を高め、音楽文化に親
音楽表現をするために必要な しみ、音楽によって生活や社会を
技能を身につけている。 明るく豊かなものにしていく態度を

養う。
○授業状況の観察 ○授業状況の観察 ○授業状況の観察

評価方法 ○ワークシート ○ワークシート ○実技テスト
◯実技テスト ○鑑賞レポート ◯鑑賞レポート
◯演奏発表 ○演奏発表



年間指導計画

学 学習内容 学習のねらい 学習活動
期
前 ■歌唱 □歌唱表現を深めていくために必要な、基礎 歌唱と器楽では、様々な
期 発声の基礎 的な技術を身に付ける。 編成での表現に取り組む。

校歌 □歌詞の意味を正しく理解し、旋律と歌詞の 作品の創作にも取り組む。
独唱曲 両面から捉えた表現を考え、それらをふまえ 年間を通じて、３つの観

て歌うことができる。 点について評価をおこな
う。

■器楽
アルトリコーダーの奏法 □呼吸や運指を理解し、音色やアーティキュ
リコーダーアンサンブル レーション等の変化をつけて表現する。
ギターアンサンブル □アンサンブルにおける調和を工夫する

□ギターの基本的な奏法を学習し、奏法の工
■創作 夫による演奏効果を表現に活用する。

音楽理論
旋律の変奏 □基礎的な記譜方法を理解する。
ボディーパーカッション □旋律の変奏について学ぶ。

□基礎的なリズムの読譜力を身につける。
■鑑賞

オーケストラ作品 □作曲者の意図を汲み取りながら、音楽の
協奏曲 特徴を感じとり、そのよさをあじわう。

後 ■歌唱 □歌い合わせる力を伸ばし、一体感のある音 歌唱と器楽では、様々な
期 日本歌曲独唱 色で、各パートと全体の調和を図る。 編成での表現に取り組む。

混声３部合唱 □言葉のもつ語感を音楽と関わらせ、音楽を 作品の創作にも取り組む。
分析しながら表現の工夫を考える。 年間を通じて、３つの観

■器楽 点について評価をおこな
ギター独奏（コード） □コードの仕組みについて理解し、その働きを う。
篠笛 感じ取りながら弾き歌いで表現する。

□篠笛特有の奏法に触れ、簡単な曲を演奏
体験する。

■創作
作曲 □旋律の作り方について理解し、自己のイメ

ージにこだわりながら、簡単な曲作りを行う。
■鑑賞

日本の伝統音楽 □作曲者・出演者・演出家などの意図、作
舞台音楽 品の特徴などについての考察を通し、舞台

芸術や伝統文化に対する理解を深める。
□それぞれの文化の特徴を把握し、比較しな
がら、そのよさを味わう。

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



                      指導と評価の年間計画 美術Ⅰ 

科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材 

美術Ⅰ 1年 ２ 高校生の美術１ 

（日本文教出版） 

なし 

 

科目の目標 

 

美術の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとと

もに、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、芸術文化についての理解を深める。 

 

 

 

 

 

学習活動 

 

 

 

・鉛筆や絵の具など基本的な画材の扱い方や知識を学びつつ、主に絵画やデザイン、立体造形などの作

品を制作します。  

教養力・思考力・表現力・省察力 

・ipad を利用してイラスト作成や、レポート作成、作品鑑賞などをします。 

教養力・思考力・表現力・志力 

・古今東西の美術作品を鑑賞し、自分自身にとっての「美しさとは何か」を考えます。 

教養力・思考力・協働力・志力 

※書籍や各メディア、美術館などいろいろな場面において美術作品に親しみ、触れることで、「自分と美

術」や「社会と美術」のつながりについて考えましょう。 

 

 

未来開拓力 

 

・教養力 幅広い教養と課題発 

 見・解決のための知識・技能 

 

 

 

評価の観点 

及び 

評価規準 

 

知識・技能 ・思考力 論理的に考え、批判的に 

 掘り下げ、創造する力 

・表現力 思考・判断の結果や経  

過をわかりやすく伝える力 

 

 

・協働力 多様な他者とコミュニケ 

 ーションをとり協力する力 

・志力 志高く挑戦し、主体的に人 

 生や社会の未来を拓く力 

・省察力 自らの行動を振り返り、 

 改善し、前に踏み出す力 

 

評価の観点 

及び 

評価規準 

 

評価方法 

対象や事象を捉える造形的な視

点について理解を深めている。 

創造的な美術の表現をするために

必要な技能を身に付け、意図に応

じて表現方法を創意工夫し、表し

ている。 

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○授業状況の観察 
○ワークシート 
○提出作品 
 

造形的なよさや美しさ、表現の意
図と創造的な工夫、美術の働きな
どについて考えるとともに、主題を生
成し発想や構想を練ったり、美術
や美術文化に対する見方や感じ
方を深めたりしている。 

美術や美術文化と豊かに関わり主
体的に表現及び鑑賞の創造活動
に取り組もうとしている。 
 
 

 

    

                               

 

 

 

 

  



                      年間指導計画 

 

学

期 

学 習 内 容 

 

学習のねらい 

 

学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

■美術とは何か 

 

 

 

■絵画 

 ・デッサン（卓上デッサン） 

 

 

 ・絵の具について 

 

・鑑賞（さまざまな風景画） 

 

 

 ・風景画（油彩） 

 

 

 

 ・相互鑑賞 

 

 

□小、中の図工・美術の学習を振り返り、高校の美術Ⅰ

へのイメージを持ち美術の学び の広がりと意味について

考えることができる。 

 

 

□鉛筆のグラデーションによる濃淡の幅を広げる。 

□立方体、円筒、球体などの基本構造を理解した描き方

を習得する。 

□さまざまな絵の具とその性質について理解し、油絵の具

の基本的な扱い方を習得する。 

□古今東西のさまざまな風景画を鑑賞し、自分なりの表

現について考えを深める。 

 

□よく見て、感じて描く。戸外での風景から自分なりの視点

で美しさを感じ取る。 

□さまざまな遠近法を学ぶ。 

 

□他者の作品を鑑賞することで、多様な表現方法があるこ

とを知り、美術に対する理解を深める。 

 

様々な創作活動

をおこない、単元

を通じて３つの観

点について評価を

おこなう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

■絵画 

 ・デジタル絵画 

（iPadで描画アプリを使ってイラスト

を作成する。） 

 

■デザイン 

 ・鑑賞 

 

 ・樹脂によるマグネット制作 

 ・原型制作（塑像） 

 ・シリコンでの型取り 

 

・相互鑑賞 

 

 

 

 

■これからの私と美術 

 

 

□デジタルツールを用いたイラスト作成の基本を学ぶ。 

□データの保存方法や著作権について学ぶ。 

 

 

 

□プロダクトデザインの作例を鑑賞し、人間が作った道具と

美について考えたことをまとめる。 

□個性豊かに発想し、独自のアイデアを構築し、創造的に

表現することができる。 

□型取りの原理を理解して計画的に制作に取り組むことが

できる。 

□他者の作品を鑑賞することで、多様な表現方法があるこ

とを知り、美術に対する理解を 深める。 

 

 

 

□これからの美術との関わりを考え「美術とは何か」について

１年間の学びとともに振り返る。 

様々な創作活動

をおこない、単元

を通じて３つの観

点について評価を

おこなう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。 



指導と評価の年間計画 書道Ⅰ
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材

書道Ⅰ １年 ２ 書Ⅰ（光村図書）） なし

書道の幅広い活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、書の
伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）書の表現の方法や形式、多様性などについて幅広く理解するとともに、書写能力の向上を図り、

科目の目標 書の伝統に基づき、効果的に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。
（２）書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の
意味や価値を考え、書の美を味わい捉えたりすることができるようにする。
（３）主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに感性を高め、
書の伝統と文化に親しみ、書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。
・「漢字の書」「仮名の書」「漢字仮名交じりの書」「篆刻」の４つの分野を幅広く学びます。
①臨書
「臨書」とは、すぐれた古典を手本にして書き、その技法を学ぶことです。臨書を通して、用筆・運筆、字
形や作品全体の構成など、書の基礎的な知識と、幅広い表現技法を身に付けます。
教養力・思考力・表現力・協働力・志力・省察力

学習活動 ②創作
臨書で身に付けた力を活かして創作活動に取り組みます。
教養力・思考力・表現力・協働力・志力・省察力

③鑑賞
作品を「書く」ことだけでなく、「みる」ことも大切です。さまざまな書作品の鑑賞を通して、その作品のよさ
や美しさについて考え、味わい、自分の表現に活かします。
教養力・思考力・表現力・省察力・協働力・志力・省察力

・教養力 幅広い教養と課題発 ・思考力 論理的に考え、批判的に ・協働力 多様な他者とコミュニケ
見・解決のための知識・技能 掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や経 ・志力 志高く挑戦し、主体的に人
過をわかりやすく伝える力 生や社会の未来を拓く力

・省察力 自らの行動を振り返り、
改善し、前に踏み出す力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 ・書の表現の方法や形式、書 ・書のよさや美しさを感受し、意図 ・書の伝統と文化と豊かに関わり
及び 表現の多様性について、書の に基づいて創造的に構想し個性 主体的に表現及び鑑賞の創造的

評価規準 創造的活動を通して理解を深 豊かに表現を工夫したり、作品や 活動に取り組もうとしている。
めている。 書の伝統と文化の意味や価値を
・書の伝統に基づき、作品を効 考え、書の美を味わい深く捉えたり
果的・創造的に表現するために している。
必要な技能を身に付け、表し
ている。
○授業状況の観察 ○授業状況の観察 ○授業状況の観察

評価方法 ○ワークシート ○ワークシート ○ワークシート
○提出作品 ○提出作品 ○提出作品



年間指導計画

学 学 習 内 容 学習のねらい 学習活動
期
■書写から書道へ □「書写」と「書道」の関連と違いについて理解する。 単元ごとに「学習

活動」の①②③を
■漢字の書（楷書） □各古典の特徴を理解し、用筆法を習得する。 それぞれ行い、単
さまざまな楷書作品の臨書と鑑賞 □書道史をはじめとする理論を学び、古典作品の背景 元を通じて３つの
・孔子廟堂碑 を理解する。 観点について評
・九成宮醴泉銘 □字典の使い方と書体の判別ができるようになる。 価を行う。

前 ・雁塔聖教序
・顔氏家廟碑
・牛橛造像記

期 ・楷書創作 □古典臨書で学んだ用筆法や運筆法を活かして漢字
創作を行う。

■篆刻 □印稿を工夫し、創造的に表現する。
・自分の姓名印をつくる □執刀法を身につけ、彫り残しなく最後まで仕上げること

ができる。

■仮名の書 □仮名の変遷、種類、歴史的背景を理解する。 単元ごとに「学習
・単体、連綿、変体仮名 □単体・連綿の表現方法を身につける。 活動」の①②③を
・蓬萊切 □文字群と余白の配置などによって変わる効果や変体 それぞれ行い、単
・高野切第三種 仮名の効果を理解し、表現を構想することができる。 元を通じて３つの

観点について評
・仮名創作 価を行う。

後 ■漢字の書（行書、草書、隷書）□蘭亭序及び、王羲之について学び、作品にまつわるエ
・蘭亭序（条幅作品の制作） ピソードや古典の概要を理解する。
・風信帖 □行書、草書、隷書体の特徴を理解し、基礎的な表
・真草千字文 現ができる。

期 ・曹全碑

■漢字仮名交じりの書 □古典を応用した書の幅広い表現方法を理解する。
・自分で選んだ言葉を書く □運筆・用筆の違いによる変化を理解し、作品へ生か
・完成作品の鑑賞会 すことができる。

□文字と余白の関係を理解し、全体構成を工夫するこ
とができる。

□制作の意図や表現の工夫点、他の生徒の作品を鑑
賞し、自分の言葉で表現することができる。

■生活の中の書 □冠婚葬祭の書のマナーを身に付けることができる。

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



指導と評価の年間計画 英語コミュニケーションⅠ
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材

英語コミュニ LANDMARK ・LANDMARK English Communication Ⅰ
ケーションⅠ 1年 ２ English Communication Ⅰ WORKBOOK(啓林館)
(英語A) (啓林館) ・Vision Quest 総合英語

3rd Edition(啓林館）
・ウィズダム英和辞典(三省堂)

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，(1)聞くこと(2)読むこ

科目の目標 と(3)話すこと[やりとり](4)話すこと[発表](5)書くことの５つの領域において言語活動及

びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり，

適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。

①予習の確認

②新出単語・フレーズ・文法事項の確認

③内容の理解

④音読：さまざまな形式で本文を繰り返し読んでいくことで、英語を身体や頭の中に取り

学習活動 入れ（input）、英語を深く自分の中に定着させる(intake)。目から情報を入手し、自分の

声を耳で聞くだけでなく、口から発音したり、時に手で書いてみたりして(output)あらゆ

る感覚を駆使して、学習した英語を定着させる。

まとめ：習った②③の内容の確認と次の時間への連絡等

・教養力 幅広い教養と課題 ・思考力 論理的に考え、批判 ・協働力 多様な他者とコミュニケ
発見・解決のための知識・技 的に掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 能 ・表現力 思考・判断の結果や ・省察力 自らの行動を振り返
経過をわかりやすく伝える力 り、改善し、前に踏み出す力

・志力 志高く挑戦し、主体的に
人生や社会の未来を拓く力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 外国語の4技能について， 場所・目的・状況などに応じ 他者を尊重し，聞き手・読み

及び 実際のコミュニケーション て，日常的・社会的な話題に 手・話し手・書き手に配慮し

評価規準 において活用できる知識・ ついて，情報や考えなどを外 ながら，外国語で聞いたり，

技能を身に付けている。 国語で的確に理解したり適切 読んだりしたことを活用して

外国語の学習を通して，言 に伝え合ったりしている。 自分の意見や考えなどを話し

語の働きや役割などを理解 たり書いたりして表現しよう

している。 としている。

○言語活動に取り組む態度 ○言語活動に取り組む態度 ○言語活動に取り組む態度

○調査・発表態度の観察 ○調査・発表態度の観察 ○調査・発表態度の観察

評価方法 ○小テスト ○課題等の提出 ○授業ノートの点検

○課題等の提出 ○定期考査、課題テスト ○課題等の提出

○定期考査、課題テスト



年間指導計画

学 学習内容 学習のねらい 学習活動

期

Preparatory Lesson1～ 3 〈聞くこと〉 単元ごとに、「学習のね

・各単元で取り上げられたトピックスについての らい」にある５つの領

Lesson 1 会話を聞き，必要な情報を聞き取り，要点を捉え 域のうち２～３領域を

Enjoy Your Journey! ることができるようにする。 ターゲットにして、音

〈読むこと〉 読練習や意見交換、プ

Lesson 2 ・各単元で取り上げられたトピックスについての レゼンテーションやパ

Curry Travels around the 文章を通して用いられている文構造を理解し、内 フォーマンステスト等

World 容を的確に把握する。また話題についてのさまざ の活動を行ったり、ペ

前 まな意見の要点を把握することができるようにす アワークやグループワ

Lesson 3 る。 ークでのアウトプット

期School Uniforms 〈話すこと[やり取り]〉 を通して、３つの観点

・各単元で取り上げられたトピックスに関連した について評価をおこな

Lesson4 感想や経験及び意見を伝えあうやり取りを続ける う。

Eco-Tour on Yakushima ことができるようにする。

・各単元で学習した単語や熟語及び文法や語法を

Lesson5 日常的な会話に組み込んで使い、幅広い表現を定

Bailey the Facility Dig 着させる。

〈話すこと[発表]〉

Lesson6 ・各単元で取り上げられたトピックスについて，

Communication without Words 自分の考えを話して伝えることができるようにす

る。

Lesson7 〈書くこと〉

Dear World: Bana ’ s War ・各単元で取り上げられたトピックスに関連した

内容の英語を書いて伝えることができるようにす

Lesson8 る。

後The Bes t Educa t ion to

Everyone, Everywhere □主な文法項目

期 前期

Lesson9 ・seemの用法 ・現在完了進行形

Space Elevator 後期

・過去完了形 ・使役動詞＋O+動詞の原形

Tips for Listening 2, 3 ・前置詞＋関係代名詞 ・関係副詞

・関係代名詞what ・分詞構文

Lesson10 ・仮定法過去 ・倍数表現

Friendship over Time ・関係代名詞の非限定用法・仮定法過去完了

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



指導と評価の年間計画 論理・表現Ⅰ

科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材
論理・表現Ⅰ Vision Quest ・Vision Quest 総合英語
(英語ⅠB) １年 ２ English Logic and 3rd Edition(啓林館）

Expression Ⅰ ・ウィズダム英和辞典(三省堂)
Advanced（啓林館）

「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」「書くこと」を中心とした統合的な言語活動を通して，
科目の目標 コミュニケーションを図るために必要な発信能力を育成するとともに，論理の構成や展開を考察する

ことで，情報や考えなどを論理的に工夫しながら伝える能力を養う。
① Logic & Expression を活用して、モデル文をもとに体系的に文法を学び，言語活動の
基礎を作る。

② Example Bankや Functionで身に付けた文法や表現を Try it out で活用して、様々な場
面・状況において自分自身の考えや気持ちを伝える方法を習得する。

③日本語から英語への自動化を図る。
①～③を確実なものにするために次の１)～３)を意識して学習活動を行います。

1)「予習－授業－復習」のサイクルの習慣化
予習で自分の理解できること、できないことを明確にして授業に臨みます。そして授業で内容を十

学習活動 分に理解したうえで、復習で内容を定着させるサイクルを作ります。
2)授業中はしっかり活動する
「英語を使うことができる」とはインプット・インテイク・アウトプットの繰り返しによって、反射的に英語
が出てくる状態になっていることをいいます。授業では常にクイックレスポンスを意識して内容を取り
入れ(インプット)、繰り返し音読をし、暗唱できる英文を増やし、英語を深く自分の中に定着させ
ます(インテイク)。そしてペアワークやグループワークで実際に使う経験を重ねていきます。

３)スポーツと同じように体を使って英語を学ぶ
目(読む)耳(聞く)口(話す)手(書く、ジェスチャーをする)をできるだけ複数同時に使って英語の学
習に取り組みます。身体感覚を駆使して学習した英語は自分の中に定着していきます。

・教養力 幅広い教養と課題発 ・思考力 論理的に考え、批判的 ・協働力 多様な他者とコミュニケ
見・解決のための知識・技能 に掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や経 ・省察力 自らの行動を振り返り、
過をわかりやすく伝える力 改善し、前に踏み出す力

・志力 志高く挑戦し、主体的に人
生や社会の未来を拓く力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 外国語の学習を通じて，言語 外国語で聞いたり読んだりした 外国語の学習を通じて，言語
及び の働きや役割などを理解し，外 ことなどを活用して，場面・目 やその背景にある文化を尊重し，
評価規準 国語の音声, 語彙・表現，文 的・状況等に応じて，幅広い 自律的・主体的に外国語を用い

法の知識があり、それを実際の 話題について外国語を話したり てコミュニケーションを図ろうとして
コミュニケーションの場面で運用 書いたりして，情報や考えなど いる。
できる技能を身に付けている。 の概要・詳細・意図を適切に伝

え合っている。
○授業態度の観察 ○授業態度の観察 ○授業態度の観察
○調査・発表態度の ○調査・発表態度の ○調査・発表態度の

評価方法 観察 観察 観察
○課題の点検 ○課題の点検 ○授業ノート・プリントの点検
○定期考査、課題テスト ○定期考査、課題テスト ○課題の点検



年間指導計画

学 学 習 内 容 学習のねらい (各課で以下の項目を学習) 学習活動
期
■Lesson 1 Topic:紹介 □各課で学習する文法や表現を使っ 単元ごとに、「学習

Function:応答する／理由を て、文章を書くことができるようにす 活動」の①、②、③
述べる る。 を音読練習やペアワ

■Lesson 2 Topic:学校生活 □各課で学習する文法や表現を理解 ークを通しておこな
Function:賛成・反対する／ し、話したり聞いたりすることができる い、英語で表現する

聞き直す ようにする。 活動を通じて、３つ
■Lesson 3 Topic:旅行・観光 □与えられた日本語を、学んだ表現を の観点について評価

前 Function:激励する・励ます／ 含む英語の文で書く／話すことがで をおこなう。
計画する・予定する きるようにする。

■Lesson 4 Topic:趣味・関心 □前課で学んだ表現を、文脈の中で
Function:経験を尋ねる／初 用いることができるようにする。

めての経験を述べる □自分の考えや経験を、学んだ表現
期 ■Lesson 5 Topic:将来・進路 を用いてまとまった英語で表現するこ

Function:許可を求める・依 とができるようにする。
頼する／義務・必 □与えられた題材を通じて、いろいろな
要を表す／回想す 表現についての意味・用法を理解
る・自省する し、それらを場面に応じて適切に使

■Lesson 6 Topic:日常生活
Function:原因・影響を表す／

喜び・驚きを表す
■Lesson 7 Topic:交流・交際

Function:感謝する／謝罪す
る／弁解する

■Lesson 8 Topic:スポーツ・健康
後 Function:誘う・申し出る／

推薦する
■Lesson 9 Topic:メディア・コミュニケーション

Function:描写する／判断の
根拠を述べる

期 ■Lesson 10 Topic:文化・異文化理解
Function:定義する／言い換

える／経緯を説明
する

■Lesson 11 Topic:国際問題
Function:提案する／称賛す

る
■Lesson 12 Topic:社会問題

Function:助言を求める・助
言する／願望を表す

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



指導と評価の年間計画 GLOBAL ENGLISH Ⅰ
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材
GLOBAL ・Pair＆Share 1（いいずな書店）
ENGLISH １年 1 ・Revised LANDMARK English

Ⅰ Communication Ⅰ(啓林館)
（GEⅠ） ・Vision Quest English Expression Ⅰ

Advanced（啓林館）
・ウィズダム英和辞典(三省堂)

科目の目標 情報を伝えたり、意見交換をしたりするための基本となる知識を身につけ、自分の意見や考えをまとま
りのある英語でアウトプットしたりすることで、スピーキングを中心とした５領域にわたる英語運用能力
の基礎作りをする。
■サマライジング [Summarizing]
日常生活の身近な話題や既習の英文の内容について、聞いたり読んだりした概要をまとめる活動

■インタラクション [Interaction]
日常生活の身近な話題について、ペアで意見交換する活動
既習の英文の内容についてグループで意見交換する活動

■リプロダクション [Reproduction]
学習活動 既習の英文のトピックについて、キーワードなどを活用しながらストーリーを再現する活動

■オンライン英会話
スカイプを利用したネイティブスピーカーとのマンツーマンの英会話レッスン

・教養力 幅広い教養と課題発 ・思考力 論理的に考え、批判 ・協働力 多様な他者とコミュニケーシ
見・解決のための知識・技能 的に掘り下げ、創造する力 ョンをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や ・省察力 自らの行動を振り返り、改
経過をわかりやすく伝える力 善し、前に踏み出す力

・志力 志高く挑戦し、主体的に人生
や社会の未来を拓く力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 日常的な話題についての英語 相手の言ったことや質問に、英 コミュニケーションに関心を持ち、積
及び の学習を通して、言語やその運 語で的確かつ簡潔に応答した 極的な態度で言語活動に参加す
評価規準 用についての知識を身につける り、日常的な話題について、英 ることで、コミュニケーションを図ろう

とともに、その背景にある文化な 語で情報や考えなどを相手に と努力する。ペアワーク・グループワ
どを理解している。 伝えることができる。 ークなどでの活動を通じて、英語で

答えようとする姿勢がある。
○授業態度の観察 ○授業態度の観察 ○授業態度の観察
○調査・発表態度の観察 ○調査・発表態度の観察 ○調査・発表態度の観察

評価方法 ○課題の点検 ○定期考査、パフォーマンステ ○授業ノート・課題の点検
○定期考査 スト ○定期考査、パフォーマンステスト



年間指導計画
学 学 習 内 容 学習のねらい (各課で以下の項目を学習) 学習活動
期
ターム①：Speaking中心の活動 ■Speaking中心の活動 各定期考査間の区切りを
・I'd like a cheeseburger, please. ・Interaction 「ターム」とし、各ターム毎に
・What do you recommend? □起床から就寝までの１日や既習の英 スピーキング中心とリスニン
・Do you have them in a size 8? 文の内容について、使用する語句や グ中心の活動を交互に行

文、やり取りの具体的な進め方を習 う。スピーキング中心の活
ターム②：Listening中心の活動 得し、それらを用いて情報や考え、気 動はALTとのティーム・ティ
・I want to get a present. 持ちなどを即興で話して伝え合うことが ーチングとする。

前 ・How was the baseball game できる。
yesterday? □英語の質問に対して反射的に答える
・What movie would you like to 習慣や的確かつ簡潔に答える力を身 ターム①：Speaking
see? につけ、さらにスピーキングテスト等でも ・Interaction
・I'd like to give him a party. 落ち着いて話すことができる。 ・オンライン英会話

・Summarizing ターム②：Listening
ターム③：Speaking中心の活動 □既習の英文を読んで、その内容を要 ・Summarizing
・Can you tell me how to get to 約し、発表することができる。 ・定期考査
the Art Museum? ・Reproduction
・You need to take a train to □既習の英文のトピックについて、キーと ターム③：Speaking
Takayama Station. なる語句や文等を習得し、それらを活 ・Interaction
・What does she look like? 用しながらすストーリーを再現すること ・パフォーマンステスト
・Okonomiyaki is a famous food ができる。 ・オンライン英会話
in my hometown of Hiroshima. □再現した内容について自分の意見を

相手に伝え、英語で意見交換をする ターム④：Listening
後 ターム④：Listening中心の活動 ことができる。 ・Summarizing
・I suggest you visit Matsue ・オンライン英会話 ・定期考査
Castle. □自分の英語運用能力を振り返り、改
・I will explain how to make 善し、次につなげることができる。 ターム⑤：Speaking
chocolate chip cookies. ■Listening中心の活動 山形スピークアウト方式
・My favorite movie is ・Summarizing 教科書を2度使う→定着

期 "The Wizard of Oz." □日常生活の身近な話題について、必 →発信
・If I had a lot of money, I 要な情報を聞き取り、要点を把握す ・Interaction
would use it to help wild birds. ることができる。 ・Summarizing

□日常生活の身近な話題について、対 ・Presentation
ターム⑤：Speaking中心の活動 話や説明などから必要な情報を聞き ・オンライン英会話
・What Can Blood Type Tell US? 取り、概要をまとめることができる。
「血液型性格判断を信じる／信じな ■共通
い」の事項を含めて英語で自己紹介 □ペア・グループワークにおいて、英語で
をする。 積極的にコミュニケーションをとろうとす

・School Uniforms る姿勢を持つことができる。
日本と外国の制服に対する認識の差 □教材の内容と文化的・習慣的背景を
異とその是非について意見を交わす。 理解することができる。

□学習する語句や表現を理解し、口頭
練習を繰り返し定着させることができ
る。

□自分の考えや経験を、学んだ表現を
用いてまとまった英語で表現することが
できる。

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。



指導と評価の年間計画 情報Ⅰ
科 目 学 年 単位数 教 科 書 副 教 材
情報Ⅰ １年 ２ 高等学校 情報Ⅰ（数研出版）高等学校情報Ⅰサポートノート（数研出版）

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習
科目の目標 活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会

に主体的に参画するための資質・能力を養う。
①授業の内容は、教科書を進め基礎を学ぶ活動と、実習や問題演習をして理解を深める活動をし
ます。教養力・思考力

②授業で指定されたワークや教科書の練習問題、編末問題などは、授業を受けたらすぐに取り組み
復習をします。また、テストの振り返りなどを通じて、基礎基本を確実に身ににつける取り組みを確実

学習活動 に行なって下さい。思考力・省察力

③実習の一部を家庭学習で取り組んでもらう場合があります。そのため、授業ではしっかり聞くところ、
友人と相談しながら進めるところ、自ら主体的に取り組むところを切り替えて、より良い学びに繋がる
努力をしましょう。表現力・協働力・志力

・教養力 幅広い教養と課題発 ・思考力 論理的に考え、批判的に ・協働力 多様な他者とコミュニケ
見・解決のための知識・技能 掘り下げ、創造する力 ーションをとり協力する力

未来開拓力 ・表現力 思考・判断の結果や経 ・志力 志高く挑戦し、主体的に人
過をわかりやすく伝える力 生や社会の未来を拓く力

・省察力 自らの行動を振り返り、
改善し、前に踏み出す力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価の観点 情報と情報技術を活用した 様々な事象を情報とその結び付 情報や情報技術を適切かつ効
及び 問題の発見・解決等の方法 きの観点から捉え、複数の情報 果的に活用して情報社会に参

評価規準 や、情報化の進展が社会の を結び付けて新たな意味を見い 画し、その発展に寄与しようとす
中で果たす役割や影響、情 だす力や、問題の発見・解決に る態度を身につけているか。
報に関する法律・規則やマナ 向けて情報技術を適切かつ効
ー、個人が果たす役割や責 果的に活用する力を身につけて
任等について情報の科学的 いるか。
な理解に裏打ちされた形で理
解し、情報と情報技術を適
切に活用するために必要な技
能を身につけているか。
○授業状況の観察 ○授業状況の観察 ○授業状況の観察
○ワークシート ○ワークシート ○ワークシート

評価方法 ○実習への取り組み ○実習への取り組み ○実習への取り組み
○課題への取組 ○パフォーマンステスト
○定期考査



年間指導計画
学 学 習 内 容 学習のねらい 学習活動
期
１．情報社会の問題解決 ・情報やメディアの特性を踏まえ、情報と情報技術を活用 単元ごとに、「学
・情報とメディア して問題を発見、解決する方法を考える。 習活動」の①、
・情報社会における方とセキュリテ ②、③をそれぞれ
ィ ・情報に関する法規や制度、情報セキュリティの重要性、 に行い、単元を通
・情報技術が社会に及ぼす影響 情報社会における個人の責任及び情報モラルについてそ じて３つの観点に

の意義について理解し、その背景を科学的に捉え、考察 ついて評価を行
前 する。 う。

・情報技術が人や社会に果たす役割と及ぼす影響につい
て理解し、適切かつ効果的な利用と、望ましい情報社会

期 の構築について考察する。

２．コミュニケーションと情報デザイン ・メディアの特性とコミュニケーション手段の特徴について、そ
・情報のデジタル表現 の変遷も踏まえて科学的に理解し、選択する。
・コミュニケーション手段の発展と
特徴 ・情報デザインが人や社会に果たしている役割を理解する。
・情報デザイン
・プレゼンテーション ・効果的なコミュニケーションを行うための情報デザインの考

え方や方法を理解し表現する技能を身に付け表現し、評
価し改善する。

３．コンピュータとプログラミング ・コンピュータや外部装置の仕組みや特徴、コンピュータでの 単元ごとに、「学
・コンピュータのしくみ 情報の内部表現と計算に関する限界について理解する。 習活動」の①、
・プログラミング ②、③をそれぞれ
・モデル化とシミュレーション ・目的に応じたアルゴリズムを表現する手段、プログラミング に行い、単元を通

によってコンピュータや情報通信ネットワークを活用する方 じて３つの観点に
法について理解し表現のための技能を身に付け、その過 ついて評価を行
程を評価し改善する。 う。

後
・社会や自然などにおける事象をモデル化する方法、シミュ
レーションを通してモデルを評価し改善する方法について
理解し、目的に応じて問題の適切な解決方法を考える。

期
４．情報通信ネットワークとデータの ・情報通信ネットワークの仕組みや構成要素、プロトコルの

活用 役割及び情報セキュリティを確保するための方法や技術に
・ネットワークの仕組み ついて理解し、目的や状況に応じて情報セキュリティを確
・データベース 保する方法について考える。
・データの分析

・データを蓄積、管理、提供する方法、情報通信ネットワー
クを介して情報システムがサービスを提供する仕組みと特
徴について理解し、効果的な活用について考える。

・データを表現、蓄積するための表し方と、データを収集、整
理、分析する方法について理解し技能を身に付け、結果
の表現の方法を適切に選択し、実行し、評価し改善す
る。

＊この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。





指導と評価の年間計画 特別活動 １年次生

集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に自主的、実践的に取り
組み、互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することを通して、次
のとおり資質・能力を育成することを目指す。
(1) 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて

目 標 理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。
(2) 集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を

図ったり、意思決定したりすることができるようにする。
(3) 自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、主体的に集団や社会に

参画し、生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、人間としての在り方生き方について
の自覚を深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。

■ホームルーム活動
(1)ホームルームや学校における生活づくりへの参画
(2)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
(3)一人一人のキャリア形成と自己実現

■生徒会活動
(1)生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営

学習活動 (2)学校行事への協力
(3)ボランティア活動などの社会参画

■学校行事
(1)儀式的行事
(2)文化的行事
(3)健康安全・体育的行事
(4)旅行・集団宿泊的行事
(5)勤労生産・奉仕的行事

教養力：幅広い教養と課題 思考力：論理的に考え、批判 省察力：自らの行動を振り返
発見・解決のための知識・技 的に掘り下げ、創造する力 り、改善し、前に踏み出す力

未来開拓力 能 表現力：思考・判断の結果や 協働力：多様な他者とコミュニ
経過をわかりやすく伝える力 ケーションをとり協力する力

志力：志高く挑戦し、主体的
に人生や社会の未来を拓く力

よりよい生活を築くための 集団や社会の形成者としての 主体的に生活や人間関係を
知識・技能（Ａ） 思考・判断・表現（Ｂ） よりよくしようとする態度（Ｃ）

多様な他者と協働する様々な 所属する様々な集団や自己の 集団生活において自主的に自
評価の観点 集団活動の意義を理解すると 生活を改善するため、問題を発 己の役割や責任を果たす中で、
及び ともに、よりよい生活を構築す 見し、解決に向けて合意形成し 主体的に人間としての在り方生

評価規準 るための情報収集の方法や話 たり意思決定したりするとともに、 き方について考えを深め、現在
合いの手順を身に付けている。 決めたことを日常で実践してい 及び将来の生活を改善しようとし

る。 ている。

○行動観察 ○行動観察 ○行動観察
評価方法 ○振り返りシート ○振り返りシート ○振り返りシート

○自己評価 ○自己評価 ○自己評価



年間指導計画
評価の観点

領 域 活 動 内 容 Ａ Ｂ Ｃ
教養力 思考力 表現力 省察力 協働力 志力

ホームルーム活動 □千鳥スターティング・プログラム ○ ○
（ChidoriQuest等、クラス活動）

□千鳥スターティング・プログラム（校外活動） ○ ○
□コミュニケーション・マナー講座 ○
□レクリエーション ○
□百人一首大会 ○
□読書会 ○ ○
□進路適性検査 ○
□進路ＬＨＲ（文理選択） ○
□進路ＬＨＲ（大学入試システム） ○
□千鳥祭準備 ○
□「STANDBY」説明会 ○
□科学エキスパート講演会 ○
□交通安全講演会 ○
□心と命の講演会 ○
□情報教育（スマホの使い方） ○
□主権者教育 ○
□探究活動 ○ ○

生徒会活動 □新入生歓迎行事 ○ ○
□千鳥祭ブロック結団式 ○
□千鳥welcomeデー ○ ○
□生徒総会 ○ ○
□生徒会役員選挙 ○
□各種委員会活動 ○ ○

学校行事 □入学式・卒業式 ○ ○
□始業式・終業式 ○ ○
□芸術鑑賞 ○
□千鳥祭（文化祭） ○ ○
□身体計測 ○
□球技大会 ○ ○
□体育大会 ○ ○
□防災訓練 ○
□社会貢献活動 ○
□千鳥ボランティア ○

※この計画は予定であり、途中で変更することもあります。その際には連絡します。


